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●所在地：四日市市　　●業種：製造業　　●従業員数：724人（男性497人・女性227人）　※非正規従業員含む


■育児休業取得状況
Ｈ21年度～Ｈ23年11月：女性の育休者 26人／出産者 18人・男性の育休者 6人


太陽化学株式会社


2010年くるみん取得


・育児休業期間中に失効年休分の給与を充当することができるようにした（最大20日間）。
・年休取得促進の為、半日年次有給休暇制度を導入した。
・妊産婦や育児をする従業員の職場環境改善（相談しやすい環境づくり）のため、
 「ランチママミーティング」や「プレママミーティング」を開催している。


■行動計画の取り組み内容


Answer　《人事担当者》●役職名：人事チーム主任　　●氏名：葛山　亜紀 氏


育児休業を取得した感想等教えてください
第２子の出産後に妻が里帰りから帰ってきた時期に５日間取得しました。
休業中は、部下にメール等で業務の進捗状況を連絡させ、指示を行いました。上の子どもがまだ小さく手


間がかかるため、今後うまくやっていけるか心配でしたが、休業終了後の事も想定し、子どもの成育リズムを作
ることができてよかったです。
　育休は連続した形でしか取れないため、その後用事がある時に使えない事を残念に思っています。
　妻には、「育休を取ってくれて心強かった。夫が不在中にサポートしてくれた夫の同僚に感謝したい」と言わ
れました。


A
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Answer　《男性育休者》●役職名：インターフェイス・ソリューション事業部チームリーダー　　●氏名：大久保　泰宏 氏


貴社が認定を取得するにあたり苦労されたことはどのような点でしたか？
男性の育児休業取得者の要件をクリアすることに苦労しました。
失効年次有給休暇を利用したストック制度（最大20日間をためて育児休業取得の際に充当することが


可）を導入し、社内イントラネットで、当該制度を周知。該当者に対しては、再度メールにて通知し制度の周知
を図り、取得を促しました。
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貴社の「ピカイチ！！」な取り組みを教えてください
我が社では、育児をしているママ達で年３～４回「ランチママミーティング」を開催し、ネットワーク作
りと情報交換のために役立てる取り組みを行っており、女性社員にとても好評です。


　また、産休・育休に入る直前の女性社員とその上司に対し、「プレママミーティング」を実施し、復帰後も含
めこれから利用できる制度の説明や雇用保険、休業中の社内手続き等を説明し、両者にこれらを改めて認識して
もらい、安心して休業をしてもらう取り組みを行っています。


A
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認定を取得してどのような効果がありましたか？
社内での男性育休者が増え、2010年度から2011年12月の末時点での取得者は6名で、その中には管理職
の男性も含まれています。


　また、育児をしながら働く女性に対する周囲の理解が得やすくなり、取得以前は育休や育児短時間勤務等の制
度の利用者が少なかった部署においても制度利用者が増えています。
　くるみんの取得に向け雇用環境の整備が進んだことにより、子育てを理由に退職する人が明らかに減りました
し、対外的に働きやすい企業と認知されるようになり、会社への問い合わせや女性の新規応募者が増えています。
　認定を目指すことで、会社が成長するために必須条件である人材の確保と、貴重な人材の流出が防げるという
大きなメリットがあると思うので、次回もそのための手段としてくるみん取得を目指したいと思っています。
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